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コミットメントに関する研究の概観と今後の課題
� 介護の観点からの検討 �

松本啓子�� 　桐野匡史�� 　中嶋和夫��

要 　　　約

介護の視点から，介護コミットメントとして検討することの可能性及び有用性の有無等への示唆を
得ることを目的に，コミットメントに関する先行研究から国内文献��文献に絞り検討を行った．こ

れらの文献を検討した結果，主な傾向として �つの視点に分かれていた．�）看護職の職場における
組織コミットメントに関する研究，�）看護学生等学生を対象に，看護職としての就職への意識や動
機付けへの検討，�）コミットメントに類似もしくはコミットメントに含まれるような概念，例えば
ハーディネス等の周辺領域に関する実態調査や尺度開発，�）父親や母親など介護や養育上の人間関
係にかかわる分析となっていた．�つの捉え方のうち，家族内の役割や人間関係における分析は，介
護や養育に関する出来事をコミットメントとしての視点から分析しており，今後，この視点からの分
析は，看護領域における介護コミットメントとしての取り組みの有用性及び可能性があるとの示唆が
得られた．

緒 言

組織を人と人の集まりと解釈した場合，コミット
メント，キャリア，モチベーション，対人関係等近し
い周辺概念がいくつかある．その中の一概念である
コミットメント（����������）の言葉の語源は，
「���＝すべて」を「�������＝送る」である��．そ
こから委託，献身，制約，傾倒などを意味するよう
になったといわれている��．コミットメントに関す

る研究は，西欧では，�
�	年代から組織心理学の領
域において盛んに行われてきた ��．看護学領域での
コミットメントに関する研究では，看護師の離職・
転職の実態から，看護力の低下を防ぎ，ケアの質を
向上させる影響因子に関する報告が主であった．し
かしながらわが国では，コミットメントという用語
の理解には曖昧さが残り，共通認識が十分得られた
上での研究の蓄積になっているとは言い難い現状で
ある．

現在，わが国における組織コミットメントの定義
としては，主に������他及び �����と �����の
提唱が引用される．������他��は，コミットメ
ントを目標と価値への強い信念，進んで努力する意
思，メンバーであることを継続する欲求として �要

因を挙げている．また，�����と �������は，情動
的コミットメント，継続的コミットメント，規範的
コミットメントの �要素を提示し，その �つの構成
要素を因果関係に当て嵌め，�要因コミットメント
モデルとして提唱している．
コミットメントに関する研究は，組織心理学研究

の範疇であると考えられるが，この概念を看護職の

視点から，在宅での介護コミットメントとして捉え
ることが可能であるなら，在宅での介護の捉え方が
より理解できるようになる．従来の一方的な視点で
はなく，他の視点から介護への取り組みを含めた
捉え方として，その幅を広げるであろう．そのため
に，コミットメントを理解することには意味があり，
我々が向う今後の超高齢社会で高齢者を介護する家
族の，介護への姿勢を整理するための示唆が得られ
ると考える．これらの背景から，本研究では，介護

の視点から介護コミットメントとして検討すること
の可能性及び有用性の有無等への示唆を得るために，
「コミットメント」のキーワードを使用した論文を
選出し検討を行なうこととした．
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表 � コミットメントに関する先行研究



コミットメントに関する研究の概観から今後の課題を検討する ���

研 究 方 法

�．「コミットメント」の定義

コミットメントの定義は多様であり，共通して認

識されているとは言いがたい現状ではあるが，その
中でも我が国で最も一般的に引用されている定義を
中心に検討したいと考える．

�．�．個人を組織へ結び付ける心理的な状態��

として，困難はあっても仕事を続けていこうとする
こと ��とする．この定義を念頭に，本研究では「コ
ミットメント」のキーワードを用いている文献に絞
る．かつ，看護的視点に立った文献に的をあて，選
出を行うこととした．

�．研究手順

我が国のコミットメントに関する先駆的研究に絞
り，概観することを念頭に，文献は，�
����		�年
の期間の医学中央雑誌から，「コミットメント」「コ
ミットメント，介護」「コミットメント，相互作用」
を加えたものを，キーワードとして検索した．また，
今回はまず，介護の概念を大きく捉え，その中に位
置すると考える看護領域に的を絞り，その領域にお
けるコミットメントに関する文献の検討を行うこと

とした．そのため，検索の結果より看護学的視点に
立った文献の選出を行った．選出した文献が引用し
ている文献をも対象とした．また，介護における「コ
ミットメント」の定義を表現する日本語として「関
係」「関与」「参加」「関わり」「連携」「仕事の困難」
「責務」「仕事の満足感」「やりがい」の �������で
原著論文の絞込み検索を行った．

結果および考察

�．文献

コミットメントに着目した上で，介護的側面を持

ち且つ，看護領域に焦点を絞り，その視点から文献
を検索した結果，「コミットメント」のみでは，���
件の文献が出力された．その後，検索を原著論文に
絞込みを行い，その結果��件の検索結果となった．
また，原著論文で尚且つ「コミットメント」と「介
護」の �������では，�件，「コミットメント」と
「相互作用」では，�件それぞれ抽出された．
それらの結果のうち，��原著論文であること，��

過去 �年間の論文であるかまたはそれ以前の文献で

あっても介護の視点からの検討に近いと研究者らが
判断したこと，以上の �点から文献の絞り込みを行
い検討した．
以下「コミットメント」のキーワードを用いた文

献選出の結果，最終��文献について述べる．

　�．�．看護職の職場における組織コミットメント

職業コミットメントの阻害要因では，給与に不満，
先輩に相談相手がいない等アサーティブ面が低く，
バーンアウトが高い��が，他にも既婚より未婚であ

ることもコミットメントを阻害する��．また，職業
意識と組織や職業コミットメントとの関係は，相関
関係	�を示していた．
一方，職場の人間関係
�では，コミットメントの

視点で，相対的に続けたいという意志が強く，規範
や道徳的な観念は弱かった．上司及び同僚との関係
が良いほど，コミットメントの下位因子である内在
化や愛着が強い．そこで，精神科の看護師に対象を
絞った ������場合，病院への愛着感情が強いほど患

者に対して専門的なケアを実施し，自分の利益のた
めの仕事としての割りきりが強いと，専門的ケアを
抑制することを示した．さらに，職務満足は，職場
内の上司や同僚に相談できるような人間関係の良さ
や患者家族との関係の維持，勤務経験の長さ，職位
では管理職であること，離職希望を有することが重
要な要因���であることを示していた．
他方，看護師の組織コミットメントを促す分析���

では，「自己の存在価値の充実」であり，それは，「仲

間との良好な関係」の中で生じる「チームケアへの
満足」「能力発揮のチャンス」「充実感・やりがいの
実感」から起こっており，それは，「病院理念」「良
い病院評価」に影響を受けているとしていた．
　�．�．学生教育の現場でのコミットメント

看護学生の �年間の職業コミットメントの変化で
は，情緒的，計算的，規範的，世間体の全ての下位
因子に変化があり，特に，職業への愛着や志向性を
示す情緒的要素は，�年後から �年後にかけて低下

を示していた ���が，最終学年に絞って分析を行う
と，職業に対する愛着・好意的感情などを表す情緒
的コミットメントのみ上昇していた ���．
更に，教育課程や学年また，志望動機による分析

では，�年課程の �年生が最もコミットメントが低
く，また，憧れや社会の役に立てるといった内発的
動機の者では，情緒的要素が有意に高く，親や教師
などに勧められた場合や他にやりたいことが無かっ
たといった他発的動機の者で有意に低いことを示し

た ���．
　�．�．コミットメントの概念に類似もしくは含

まれるような概念

ハーディネスとは，ストレスフルな生活上の出来
事において，ストレス耐性資源として機能する性格
特性と定義され，これはコミットメント，コントロー
ル，チャレンジの �要素から構成されている．日本
版健康関連ハーディネス尺度（ !"!#）作成�	�で
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は，分析の結果，��項目 �因子にまとまる  !"!#

が作成され，妥当性，信頼性が確認された．
他方，キャリア成熟度尺度の開発�
�としては，自

己教育性，職業満足・充実感，コミットメント，自

他の容認，職業基盤の 
因子，��項目を抽出してい
た．得られた因子は信頼係数が高く，看護師の職業
的キャリアに重要な概念との関連性が認められ，尺
度の妥当性が支持されていた．
　�．�．父親や母親など介護や養育上の関係性の

中のコミットメント

ターミナル期にある子どもと家族に対する看護の
役割���では，コミットメントを選択，価値観，目
的と定義し，生後 
ヶ月で悪性腫瘍を発症した�
歳

男児と主介護者である母親を対象に，痛み，未告知，
処置・ケアへの対応をそれぞれ経時的に分析してい
た．結果，統一した看護ケアを行うためには処置・
ケアのインフォームド・コンセント用紙は有効であ
り，また，家族介護者への精神的サポートとしては，
ナラティブな面接が有効であった．結果的に家族の
コミットメントを知ることで，看護の方向性を絞る
ことが可能となり，家族の思いに寄り添う看護へと
繋がることを示した．

また，第 �子の早期育児期における父親の家庭内
役割行動及びその関連要因について検討���では，父
親の家庭内役割行動が多いほど児への愛着が強く，
役割葛藤が少なかった．また，父親像の分類が可能
であり，役割行動では，育児や家事でなく妻への精
神的サポートにおける重要性を示していた．
中川������は，重症心身障害児の母親が意識を変

容させる契機とメカニズムについて，質的因子探索
的分析を用い，母親はコミットメントの調整を図

り，子と自分のバランスをとっていることを明らか
にした．
他方，手術を受けた成人がん患者と家族の退院後

の経過を通して，社会復帰へ向けた対処過程���で
は，患者が認知した事柄の多くは脅威や挑戦と評価
されていたが，家族が認知した事柄には，無関係や
無害と評価されるものもあった．
一方，老年期における夫婦の性役割態度���では，

コミットメントは機能的次元と人格的次元で構成さ

れており，人格的コミットメントを有する夫は，家事
労働に積極的に関与し，夫婦いずれも人格的コミッ
トメントを有する夫婦は，妻は性役割に対して平等
的姿勢を示していた．
また，施設入所高齢者は，作業の名目上の内容で

はなく，作業に対する本人の興味や価値等本人の認
識を捉えることが重要であることが示唆された．更
に，生活・生産活動が生活満足感を与えるとは言え

ず，本人にとっての価値や興味の高い作業は，その
時間の長さに関係なく，有無が生活満足度の関係し
ていた．対象者の生活満足感は，日々の作業に対す
る価値とコミットメントの状況からある程度予測可

能であることが示唆されていた���．
�．先行研究の動向分析

先行研究から，貴重な結果が検出されている．大
きく �つの視点に分けられる．ひとつは，看護職の
職場における組織コミットメントに関する研究，�

つ目は，看護学生等学生を対象に，看護職としての就
職への意識や動機付けへの検討，�つ目は，コミッ
トメントに類似もしくはコミットメントに含まれる
ような概念，例えばハーディネス等の周辺領域に関

する実態調査や尺度開発，�つ目は父親や母親など
介護や養育上の関係性におけるコミットメントにか
かわる分析となっていた．
この内，家族介護者の人間関係における分析では，
介護や養育に関する概念を取り扱っており，介護の
視点から介護コミットメントとして概念を抽出する
ことの可能性が十分示唆されたといえる．
分析に用いられている尺度は，�����等海外のコ

ミットメント尺度の概念を基準に用いて進めた報告

が多い．コミットメントの概念は曖昧とも言えるが，
やはり，我が国の文化・風土に即した，社会的文化
的背景からその独自性を捉えた報告は未だ数少ない
と言える．
�．今後の研究の課題

国内研究では，コミットメントの概念を用いた研
究が，すでに数多くある．今後，西欧における研究に
追随するコミットメントの多様な視点，例えば介護
や看護コミットメントへと広げられる可能性を秘め

ており，門戸を広げた研究が求められる．まず，そ
の嚆矢として今回提示した先行研究は十分活かされ
ると考えたうえで，今後の研究課題を以下に述べる．
我が国におけるコミットメントそのものに関す

る研究は，すでに数多くある．しかし組織・職場コ
ミットメントの域の範疇であり，看護職者の組織や
職場への関わりの報告が群を抜いて多い．そこで，
今後の超高齢社会での看護や介護，医療現場である
在宅の家族介護者が介護を全うする，または継続す

るという観点から，コミットメントの概念の利用の
可能性の示唆を得ることは，重要な課題であると考
える．また，概念検討から，その手法や尺度として
開発していくためには，焦点を絞り，介護者自身が
語った体験や思いや思考をできるだけ詳細に記述し
ていく質的因子探索的分析の研究報告の蓄積をして
いくことが望ましい．具体的には，介護者自身に起
こっている状況やその現象を忠実に捉えることを目
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的に質的分析研究の充実が望まれる．
対象者を広げる場合，看護職・看護学生に限らず，

介護を担う家族介護者の介護へのかかわりとしての
コミットメントの捉えも念頭に継続的な変化を捉

え，対象者自身の主観を反映した見解を得る必要が
ある．具体的には，職場や組織に用いられるコミッ
トメントの概念も社会的背景とともに変化しつつあ
る．職場や組織の観点を在宅での介護の継続の原動
力として位置づけることが可能であれば，既存の理
論を援用することも想定され，新たな理解へと繋が
ると言える．
その家庭毎に異なる人生経験を経て作られた世代

のライフスタイルや意識があり，そのことを踏まえ

た家族介護者の理解と新しい介護観の確立，実践活
動，研究が求められるとも言える．
質的分析研究を行う場合，その対象・方法論も含

めて，トライアンギュレーションを実施していく必
要性がある．具体的には，コミットメントの現状を
現象として捉える時，データの収集方法や面接者や
理論的方向性が異なったものを組み合わせてみる等，
異なった視点を取り入れた分析を加え検討を重ねて
いくことで，妥当性や信頼性の確保に通じるものと

考える．

結 論

コミットメントに関する研究は，国内文献として
は組織・職場コミットメントに集約されていた．文

献には大きく �つの捉え方があり，看護職の職場に
おける組織コミットメントに関する研究，看護学生
等教育の場にある学生を対象に，看護職としての就
職への意識付けとしてのコミットメント検討，コ
ミットメントに類似もしくはコミットメントに含ま
れるような概念，例えばハーディネス等の周辺領域
に関する実態調査や尺度開発，父親や母親など介護
や養育上の関係性におけるコミットメントにかかわ
る分析となっていた．この �つの捉え方の内，家族

内の役割や人間関係における分析は，介護や養育に
関する出来事をコミットメントの視点から分析して
いるものであり，介護コミットメントとしての概念
をよりよく捉えることが示唆された．
今後はさらに，課題として捉えられた �つの視点

を中心に，これらの既存の研究成果と課題を踏まえ
た上でコミットメントの概念の定義から発展させ，
介護コミットメントの定義化へのアプローチを念頭
に，介護者自身が語る経験や思いについて幅を拡大

して，研究を進め蓄積させてゆくことが望ましいと
考える．また同時に，介護者自身の主観的分析から
ハーディネスや職務満足度等，コミットメントの類
似概念との関連を既存尺度や新しい尺度開発を通し
て，明らかにしていく必要がある．
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